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市
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
東
北
実
現

に
向
け
た
機
運
醸
成
、
市
内
外
へ

の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
普
及
啓
発
を

図
る
目
的
で
、
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
の
東

北
新
幹
線
コ
ン
コ
ー
ス
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
ジ
オ
ラ
マ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

地
中
に
設
置
さ
れ
る
加
速
器
と

粒
子
測
定
器
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
模

型
で
縦
約
40
セ
ン
チ
、
横
約
１
・

８
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
約
30
セ
ン

チ
の
大
き
さ
が
あ
り
、
宇
宙
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
背
面
の
パ
ネ
ル
に

は
、「
宇
宙
創
生
の
謎
を
解
く
次

世
代
加
速
器　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
を
東
北
に
！
」
と
記
し
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
東
北
実
現
へ
の
機
運
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
装
置
中
央
部
の
ス
イ
ッ

チ
を
押
す
と
、
素
粒
子
が
加
速
器

を
通
り
、
粒
子
測
定
器
で
衝
突
し

反
応
を
起
こ
す
様
子
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
の
光
で
表

現
さ
れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
大
型

実
験
装
置
や
実
験
の
イ
メ
ー
ジ
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
上
高
地
の
花
崗
岩
の

サ
ン
プ
ル
も
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
情
報
発

信
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
市
内
外
の
取

り
組
み
や
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
国

内
外
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
も
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

名
称
：「
一
関
市
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
東
北
に
！
」
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な
お
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
本
年
９
月
頃
ま
で
に
公

開
す
る
予
定
で
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
内
の
国
県
道
沿
い

４
箇
所
（
①
狐
禅
寺
字
手
負
沢
地

内
、
②
大
東
町
大
原
字
有
南
田
地

内
、
③
東
山
町
松
川
字
滝
ノ
沢
平

地
内
、
④
室
根
町
折
壁
字
中
西
地

内
）
に
設
置
し
て
い
る
普
及
啓
発

看
板
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

東
北
地
方
で
は
、
加
速
器
技
術

を
用
い
た
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
き
出
し
て
お
り
、
加
速
器
関

連
産
業
へ
の
波
及
や
、
そ
の
集
積

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
こ

れ
ら
加
速
器
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
集
大
成
に
位
置
付
け
ら
れ
、
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
実
施
が

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
東
北
実
現
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
看
板
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
デ
ザ
イ
ン
看
板
は
、
Ｊ
Ｒ
一

ノ
関
駅
西
口
跨
線
橋
と
東
口
跨
線

橋
内
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
城
県
北
の
気
仙
沼

市
、
登
米
市
、
栗
原
市
、
大
崎
市

と
も
連
携
を
図
り
、
各
市
の
国
道

等
沿
い
に
も
同
じ
看
板
を
設
置
す

る
予
定
で
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
ジ
オ
ラ
マ
を

Ｊ
Ｒ一ノ
関
駅
に
設
置

◀普及啓発▶

Ｉ
Ｌ
Ｃ
普
及
啓
発
看
板

リ
ニュ
ー
ア
ル

◀普及啓発▶

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設

◀情報発信▶

「一関市ＩＬＣ推進室 ＩＬＣを東北に！」のフェイスブック画面
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市
で
は
、
北
上
高
地
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ

建
設
候
補
地
に
選
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
今
後
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
研
究
者
等
が
当
市
を
訪
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

海
外
研
究
者
向
け
に
市
の
魅
力
等

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
紹
介
映
像
を
制

作
し
ま
し
た
。

　

紹
介
映
像
の
内
容
は
、
昔
か
ら

の
文
化
や
歴
史
が
受
け
継
が
れ
て

き
て
い
る
こ
の
地
に
、
最
先
端
の

科
学
技
術
が
融
合
す
る
地
域
と
な

る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、
市
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
お
祭
り
、
生
活

環
境
や
居
住
環
境
の
良
さ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
映
像
時
間

は
、
日
本
語
版
（
７
分
40
秒
）、

英
語
版
（
８
分
25
秒
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

映
像
構
成
は
地
理
、
地
勢
、
気

候
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
街
並
み
、

文
化
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
、 

北

上
サ
イ
ト
の
概
要
等
の
紹
介
と

な
っ
て
お
り
、
東
北
大
学
の
研
究

者
や
市
内
在
住
外
国
人
の
声
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

紹
介
映
像
は
、
動
画
投
稿
サ
イ

ト
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し

て
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

岩
手
県
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
推
進
協
議
会
と
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
チ
ー
ム
「
Ｓ
Ａ
Ｖ

Ｅ　

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
が
主
催
し
、

県
内
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

Ｉ
Ｌ
Ｃ
特
別
授
業
が
５
月
19
日

か
ら
23
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

特
別
授
業
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
研
究

内
容
や
そ
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
素
粒
子
物
理
や
基
礎
科
学

に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

で
は
、
５
月
19
日
に
県
立
一
関
一

高
附
属
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
ド

イ
ツ
・
マ
イ
ン
ツ
大
学
の
齋
藤
武

彦
教
授
が
「
宇
宙
と
そ
れ
を
支
配

す
る
法
則
」
と
題
し
、
宇
宙
の
成

り
立
ち
や
素
粒
子
物
理
学
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
授
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
校
で
は
、
全
校
生
徒
２
４
０

人
が
受
講
し
、
宇
宙
に
つ
い
て
齋

藤
教
授
は
、「
非
常
に
大
き
な
も

の
だ
が
、
始
ま
り
は
ゼ
ロ
に
近

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
詰
ま
っ
た
小

さ
な
点
だ
っ
た
」
と
紹
介
、「
宇

宙
で
最
初
に
生
ま
れ
た
素
粒
子
を

調
べ
る
こ
と
で
大
き
な
宇
宙
誕
生

の
謎
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
の
実
現
性

に
つ
い
て
は
、「
日
本
が
建
設
に

手
を
挙
げ
れ
ば
北
上
高
地
に
建
設

さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
」

と
し
、「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
建
設
さ
れ
れ

ば
、
一
関
が
世
界
の
科
学
の
中
心

に
な
る
。
世
界
に
関
心
を
持
っ
て

目
を
向
け
、
英
語
の
他
に
も
う
一

つ
外
国
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま

し
た
。

　

ド
ラ
え
も
ん
の
「
４
次
元
ポ

ケ
ッ
ト
」
や
岩
手
県
観
光
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
そ
ば
っ
ち
」
を
用

い
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の

分
か
り
や
す
い
説
明
に
、
生
徒
か

ら
、
時
折
、
笑
い
声
や
歓
声
が
あ

が
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
授

業
が
進
め
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す

る
有
識
者
会
議
（
座
長
・
平
野

真
一
前
名
古
屋
大
総
長
、
委
員

13
人
）
は
、
北
上
高
地
が
候
補
地

に
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
日
本
誘

致
に
向
け
た
課
題
を
検
討
す
る
た

め
、
５
月
８
日
に
同
省
で
会
議
を

開
き
、
事
業
費
や
国
際
的
な
経
費

分
担
、
人
材
確
保
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
、
作
業
部
会
を
設
置
し

て
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
を
め

ど
に
意
見
集
約
を
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
政
府
の
誘
致
判

断
は
早
く
て
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

同
会
議
は
、
学
術
研
究
に
お
け

る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
位
置
付
け
な
ど
を
検

討
し
た
日
本
学
術
会
議
の
提
言
を

踏
ま
え
て
、
①
他
の
研
究
計
画
を

踏
ま
え
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
素
粒
子
物
理

学
研
究
に
お
け
る
明
確
な
方
針

②
経
費
の
全
容
と
国
際
的
経
費
分

担
③
建
設
期
及
び
運
転
期
に
必
要

な
人
員
・
人
材
④
国
内
体
制
の
あ

り
方
⑤
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
社
会
的
影
響
等

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
予
定

で
す
。
な
お
、
同
会
議
の
下
に
、

「
素
粒
子
原
子
核
物
理
作
業
部

会
」
と
「
技
術
設
計
報
告
書
（
Ｔ

Ｄ
Ｒ
）
検
証
作
業
部
会
」
を
設
置

し
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究

機
構
（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
予
定

で
す
。

　

市
で
は
、
同
会
議
の
検
討
を
注

視
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
東
北
実

現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

外
国
人
研
究
者
向
け

市
の
紹
介
映
像
制
作

◀情報発信▶

ド
イ
ツ・マ
イ
ン
ツ
大
学

齋
藤
教
授
に
よ
る

Ｉ
Ｌ
Ｃ
特
別
授
業

◀普及啓発▶

文
部
科
学
省

第
１
回
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る

有
識
者
会
議
を
開
催

外国人研究者向け市の紹介映像（英語版）

一関一高附属中学校で特別授業を行う齋藤教授



　

県
内
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、

岩
手
日
報
社
主
催
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
特
別

授
業
が
６
月
７
日
か
ら
27
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
６
月
10
日
に
花
泉

中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
同
社
の
Ｉ

Ｌ
Ｃ
取
材
班
記
者
の
３
人
が
「
岩

手
が
科
学
で
世
界
の
中
心
に
！
〜

Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
〜
」
と
題
し
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
概
要
等
に
つ
い
て
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

１
年
生
１
１
３
人
が
受
講
。
授

業
の
前
半
で
は
、
北
上
高
地
に
50

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
花
崗
岩
帯
が
分

布
し
て
お
り
、
地
盤
が
強
固
で
地

震
に
も
強
く
、
安
定
し
て
い
る
と

の
理
由
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
候
補
地

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
や
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
実
現
に
よ
り
、
加
速
器
関
連
産

業
が
集
積
し
、
新
た
な
雇
用
が
創

出
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

促
進
が
期
待
で
き
る
こ
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
郊
外
に
あ
る
世
界

最
大
規
模
の
素
粒
子
物
理
学
研
究

所
で
あ
る
欧
州
原
子
核
研
究
機
構

（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
を
視
察
し
た
際
の

話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
の
後
半
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

へ
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
と
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
宇
宙
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
も
ち
料
理
を
作

る
」、「
イ
カ
炭
イ
チ
ゴ
、
星
ナ

ゲ
ッ
ト
、
土
星
ド
ー
ナ
ツ
、
木
星

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
ボ
ー

ル
、
加
速
器
か
ま
ぼ
こ
を
作
っ
て

互
市
な
ど
で
売
る
」、「
Ｉ
Ｌ
Ｃ

（
Ｉ
：
一
関
で
し
か
買
え
な
い
、

Ｌ
：
レ
ー
ト
、
Ｃ
：
チ
ョ
コ
）
餅

を
作
っ
て
売
る
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
意
見
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
原
中
学
校
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

東
北
実
現
に
期
待
を
込
め
、
独
自

の
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
同
校
で
は
、
今
年
度
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
共
同
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
啓
発
壁
画
制

作
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
小
野
寺
真
さ
ん

が
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
、

㈱
山
友
建
設
の
敷
地
内
に
あ
る
約

１
３
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
外
壁

に
、
イ
ラ
ス
ト
や
標
語
を
描
く
予

定
で
、
イ
ラ
ス
ト
や
標
語
は
、
生

徒
か
ら
募
集
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
８
月
中
旬
ま
で
の
設
置
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
18
日
に
は
、
生
徒
や
関
係

者
に
よ
る
勉
強
会
が
同
校
で
開
か

れ
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
通
し
て
、

生
徒
の
幅
広
い
分
野
への
興
味
・
関

心
を
育
み
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
に

役
立
て
た
い
考
え
で
す
。

　

同
校
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
理
解
や
関

心
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
関
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

（
福
原
賢
蔵
代
表
取
締
役
社
長
）

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
東
北
実
現
を
応

援
す
る
た
め
、
応
援
フ
ラ
ッ
グ

１
４
０
枚
を
製
作
し
て
、
Ｊ
Ｒ
一

ノ
関
駅
西
口
か
ら
地
主
町
交
差
点

に
至
る
大
町
通
り
約
６
０
０
メ
ー

ト
ル
の
街
路
灯
約
70
箇
所
に
掲
げ

ま
し
た
。

　

応
援
フ
ラ
ッ
グ
は
縦
１
２
０
〜

１
４
０
セ
ン
チ
、
横
40
セ
ン
チ
の

大
き
さ
で
、
緑
色
の
背
景
に
「
こ

の
地
に
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

『
Ｉ
Ｌ
Ｃ
』
実
現
!!
」
の
文
字
を

記
し
、
市
が
作
製
し
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

応
援
フ
ラ
ッ
グ
は
一
年
を
通
し

て
掲
げ
る
予
定
で
あ
り
、
買
い
物

客
や
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
機
運
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
東
北
実
現
に
長
年
携

わ
り
、
加
速
器
科
学
の
推
進
に
力

を
注
い
で
い
る
国
際
経
済
政
策
調

査
会
（
東
京
都
千
代
田
区
、
髙
橋

佑
理
事
長
）
か
ら
、
市
と
平
泉
町

に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
の
科
学
読
本
「
素

粒
子
物
理
学
を
楽
し
む
本
」
70
冊

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

た
本
は
、
両
市
町
の
全
中
学
校
と

図
書
館
に
配
付
し
、
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
る
普
及
啓
発
用
の
教
材

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
４
日
に
都
内
で
贈
呈
式
が

開
か
れ
、
髙
橋
理
事
長
か
ら
勝
部

市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
髙
橋
理
事
長
は
「
中
学
生
に

Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
岩
手
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か

ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
研
究
者
を
目
指
す
人

が
出
て
き
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
話
し
、
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。
勝
部
市
長
は
「
大
変
あ
り
が

た
い
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
推
進
の
中
で
、

将
来
、
科
学
者
に
な
り
た
い
と
夢

を
話
す
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
お

り
、
同
書
を
次
世
代
の
教
材
と
し

て
活
用
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

　

同
書
は
、
Ａ
５
判
、
２
２
３
頁

で
科
学
や
宇
宙
誕
生
、
素
粒
子
な

岩
手
日
報
社
に
よ
る

Ｉ
Ｌ
Ｃ
特
別
授
業

◀普及啓発▶

国
際
経
済
政
策
調
査
会

か
ら
科
学
読
本
寄
贈

大
原
中
学
校
に
よ
る

Ｉ
Ｌ
Ｃ
啓
発
壁
画
制
作

Ｉ
Ｌ
Ｃ
東
北
実
現

応
援
フ
ラ
ッ
グ
掲
示

◀普及啓発▶

花泉中学校で特別授業を行う記者

ＩＬＣ啓発壁画設置予定場所（大東町大原地内）

大町通りに掲出された応援フラッグ
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ど
に
つ
い
て
、
対
話
形
式
で
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

著
者
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速

器
研
究
機
構
（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
の
素
粒

子
物
理
学
者
・
藤
本
順
平
氏
と
Ｋ

Ｅ
Ｋ
所
属
で
世
界
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
研
究

者
チ
ー
ム
か
ら
成
る
リ
ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
）
で
広
報
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
の
髙
橋
理
佳
氏
の
２
人

で
す
。

　

市
で
は
、
素
粒
子
物
理
学
を
は

じ
め
と
す
る
科
学
に
つ
い
て
、
研

究
者
な
ど
の
専
門
家
と
気
軽
に
語

り
合
い
、
科
学
を
身
近
に
感
じ
、

親
し
む
こ
と
を
目
的
に
、「
い
ち

の
せ
き
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
会
場
】
一
関
図
書
館
（
大
手
町

２‒

46
）
２
階　

サ
ン
ル
ー
ム

【
参
加
人
数
】
30
人
程
度

【
参
加
料
】
２
０
０
円
（
但
し
学

生
は
無
料
）

【
内
容
】
左
表
の
と
お
り

【
参
加
申
込
】
参
加
申
込
書
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ

き
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
一

関
市
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
あ
て
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
先
着
順
）

電
子
メ
ー
ル

ilc@
city.ichinoseki.iw

ate.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐
２
１
６
４

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
講
演
会
等
で
多
く

寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
研
究
が
終
わ
っ
た
ら
、
高
レ
ベ

ル
の
核
廃
棄
物
処
理
施
設
に
使
わ

れ
る
の
で
は
な
い
の
か
？

　

現
在
の
法
律
で
は
、
核
廃
棄
物

の
最
終
処
分
は
地
下
３
０
０
メ
ー

ト
ル
よ
り
も
深
い
地
層
に
埋
設
処

分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
地

下
平
均
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深

さ
に
設
置
さ
れ
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
ト
ン

ネ
ル
が
そ
の
よ
う
な
も
の
に
転
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
岩
手
県
は
核
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
へ
の
転
用
を
認
め
な
い

と
明
言
し
て
お
り
、
市
も
同
様
に

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
立
地
協
定
等
に
よ
り
担

保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
加
速
器
研
究
施
設

の
例
を
見
る
と
、
所
期
の
研
究
目

的
が
達
成
さ
れ
た
後
も
新
た
な
研

究
目
的
に
よ
り
施
設
は
継
続
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

郊
外
に
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
で
は
建
設

か
ら
60
年
を
経
過
し
た
現
在
も
新

た
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
験
で
ビ
ッ
グ
バ
ン

を
再
現
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

危
険
で
は
な
い
の
か
？

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
電
子
と
陽
電
子
と

い
う
こ
れ
以
上
分
割
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
素
粒
子
を
衝
突
さ
せ
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
直
後
の
状
況
を
極
め

て
小
さ
い
範
囲
で
瞬
間
的
に
再

現
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
素
粒
子

同
士
の
衝
突
は
、
い
わ
ゆ
る
「
爆

発
」
で
は
な
く
、
衝
突
結
果
を
観

測
す
る
測
定
器
内
の
み
で
起
こ
る

も
の
で
あ
り
、
施
設
外
へ
の
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
た
め
に
市
民
は
何
を

し
て
い
く
べ
き
か
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
価
値
や
意
義
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
、
地
域
が
大
き
く
変
わ
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
建
設
さ
れ
る
と
、
多

く
の
外
国
人
研
究
者
が
こ
の
地
を

訪
れ
、
居
住
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

地
域
に
あ
る
お
い
し
い
も
の
や

美
し
い
景
色
、
伝
統
芸
能
な
ど
を

再
認
識
し
、
そ
の
上
で
世
界
各
国

か
ら
様
々
な
文
化
や
歴
史
、
習
慣

を
持
っ
た
方
々
を
同
じ
地
域
の
住

民
と
し
て
、
あ
た
た
か
く
迎
え
る

気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

※
10
月
に
企
業
向
け
を
特
別
開
催

す
る
予
定
で
す
。

い
ち
の
せ
き
サ
イ
エ
ン
ス

カ
フ
ェ
の
開
催
案
内

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
知
ろ
う

（
よ
く
あ
る
質
問
）

第４回 第３回 第２回 第１回

期日 １月18日㈰ 期日 12月14日㈰ 期日 ９月14日㈰ 期日 ７月29日㈫

内容【市民向け】
ＩＬＣと地域 内容【中高生・市民向け】

マンガで語るＩＬＣ 内容
【市民向け】
北上サイトにおける
ＩＬＣ

内容【中高生向け】
ＩＬＣと仕事

講師 東北大学・岩手大学
客員教授　吉岡正和 氏 講師

うるのクリエイティブ
事務所
漫画家　うるの拓也 氏

講師
東北大学大学院
理学研究科
准教授　佐貫智行 氏

講師
高エネルギー加速器
研究機構
広報室　高橋理佳 氏

目録を勝部市長（右）に手渡す髙橋理事長

ⒸRey.Hori／KEK


